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1. はじめに

本原稿のスタイルは,（一社）日本光学会年次学術講演会（OPJ20XX）の原稿のスタイルに準じています．一部変更（氏名や所属等のポイント数やフォントは異なっている，英文アブストラクトを省いている，など）はあります．
2. 基本書式

· 原稿用紙：A4 判

· 余白：上下24mm，左右22mm
· 枚数：2枚

· フォントサイズ：10 ポイント以上
· 段組数：1または2

3. 第１ページの内容

· 発表題目（ゴシック 14pt）
· 英文題目（Times New Roman 14pt）
· 和文氏名（ゴシック 12pt，所属複数の場合には，上つきで番号）
· 英文氏名（Times New Roman 12pt，所属複数の場合には，上つきで番号）
· 和文所属（ゴシック 12pt，所属複数の場合には，上つきで番号）
· 英文所属（Times New Roman 12pt，所属複数の場合には，上つきで番号）
· E-mail アドレス（Times New Roman 12pt）

4. 注意事項

· ページ番号は入れないでください．

· 白黒で印刷します．（カラーの写真や図であっても，白黒で印刷されますのでご注意下さい．）

· 図や表の説明は日本語で構いません．

· 原稿はpdfもしくはWordファイル形式で，投稿用アドレス（sgs-ipg-touron@isl.titech.ac.jp）にお送りください．

5. 著作権について

原則として掲載される論文等の著作権は一般社団法人日本光学会に帰属します．予稿の提出と合わせて，著作権譲渡同意書をご提出ください．
6. おわりに
誤字脱字などのないように推敲した上でご送付ください．印刷の都合上締め切りの延長はできませんのでご了承ください．
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